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私は昨年から技能実習生の共生について調

査していますが、今回は日本人の実習生に

対する意識に焦点を当てています。 

実習生の出身国への偏ったイメージを交流

などで払しょくするなど実習生の周りの様々

な日本人（地域の人、受入先）ができること 

をするだけでも実習生が地域の一員 

として地域社会に溶け込める 

と思いました。 

（法学部 3年鷲巣嘉信） 

私は今まで技能実習生について本などの文献調査

を中心に取り組んでいましたが、現場の声を聞き、

実際にたくさんの方と交流させていただいたおか

げで、文献では分からなかった実情を知ることが

できました。自分自身の考え方が変化し、とても貴

重な経験となりました。私たち学生がすべきこと、

学生だからできることはどんなことなのか考えて

行動に移していけるよう努力したいと思います。 

きぼう国際外語学院で学んだことを活かして今後

の日本社会と技能実習生との関わり方について研

究していきたいと強く思いました。 

 （商学部 2年山崎愛奈） 
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寮中庭のみかん。

今年は秋以降も

高温が続いたか

らでしょうか、色

付があまり良く

ありません。 

11 月に入り立冬を過ぎた途端、本格的な朝夕の冷え込みが始まりました。登下校時の立哨指導では、日本人の私

達からも「今日は寒いねー」等の言葉掛けが出るようになってきました。実習生の皆さんは、私達以上に寒さを感

じているのでしょう、この時期にはまだ早いと思われるダウンジャケット＋ニット帽＋手袋の防寒フル装備で登校

してくる実習生も目立ち始めてきています。 

 

あじけんスコープ Vol.136  ～ 大学生訪問（インタビューと交流）～ 

今月は趣味で日本語の小説を読んでいるという日本語力抜群の

中国からの実習生の彭睿（ホウエイ）さんを紹介します。ホウさん

のお気に入りは、星新一さんのショートスト－リ－とのこと。 

ホウさんは来日前に 2 年間、中国の旅行業務関連の専門学校で

日本語を専攻し、日本のホテルで技能実習をする為に来日しまし

た。来年７月の日本語能力試験 N1 合格を目指して、日本語学習に

も熱心に取り組んでいます。 

 今月のあじけんスコープは、大学での研究のために当校に来校された大学生 2 名をご紹介します。2 名とも中央大

学の同じゼミに在籍していて、技能実習生について研究しているそうです。当校講師へ日本語教育についてインタビ

ューをした後、実際に実習生と交流もしました。以下、お二人の感想です。これからを担う若者が技能実習生に興味を

持ってくれたこと、とても頼もしく感じました。今後の研究も頑張ってほしいです。 
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あじけん流日本語授業

 今月のあじけん流日本語授業は、番外編として当校が行っている地域に住む外国人住民への日本語指導をご

紹介いたします。 

 当校は地域の日本語教育機関として、日ごろから電話や、突然の来校で日本語教育について相談を受けるこ

とがあります。その中で最近特に増えているのが、家族滞在で来日した方への日本語指導のご要望です。例え

ば、仕事の関係で先に来日しているお父様が、仕事が安定してきたので家族を呼び寄せることになったけれど、

家族は日本語が全くわからないという状況です。特にこども（10、20 代）に日本語を学ばせたいというご要望

があります。そういったお子さんに対して、当校ではプライベート授業を行っております。 

 今回撮影に応じてくださった方は、パキスタンから昨年来日した 17歳の若者です。お父様のお仕事を手伝う

ためにも、ぜひ日本語を勉強したいと来校してきました。当校講師と 1 対１、週 3 回午後だけの授業ですが、

日本語の基礎から勉強しています。始めは全く日本語がわからない状態でしたが、現在は、簡単な会話ならでき

るようになり、ひらがなやカタカナも書いたり読んだりできるようになりました。休み時間にすれ違う実習生

と楽しそうに話す様子も見ることがあります。実習生にとってもいい刺激となっているようです。 

 当校では、技能実習生の入国後講習だけでなく、日本で働く外国人の方への日本語教育にも力を入れており

ます。特定技能外国人や実際に実習中の技能実習生で、日本語力が不足している方々への日本語教育も受け付

けておりますので是非ご相談ください。 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」 

バックナンバーもご覧になれます。 

～番外編 地域外国人住民への日本語指導～ 

ひらがなカタカナだけでなく、数字の書き取りもなかなか難しい… 文法も勉強します。「～てみます」を勉強しました。 

たべ、たべて みます。 

 

「たべます」 を 「～てみます」に 「１５ふん」。 

かいてください。 

じゅ、じゅう… 

じゅうご…、じゅうご。 

会話の練習もしています。実習生同様、日常生活会話、 

仕事で必要な日本語を中心に学習しています。 

パンを たべました。 

あさごはんは、なにを たべましたか。 

http://www.ajiken.jp/

